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はじめに／ビジョン作成の経緯

１

１

自治会の皆様には、日ごろから安全で活力ある住みよい自治会作りのために、
各種事業や共同作業、行事などに対してご理解とご協力、ご参加を賜り厚く御礼
を申し上げます。

鶴岡市では、人口減少や高齢化が進む中、将来人口の見通しを踏まえた地域づ
くりに、先駆的に取り組む「モデル地区」を平成30年度から募集していました。
初年度は12地区が選定され、この活動を継続中です。わが宮名自治会は令和元年
６月に第二期のモデル地区に他７地区とともに選定され「宮名未来づくり委員会」
を立ち上げ活動を継続中です。

島根県益田市にお住いの藤山浩先生という方がおられます。藤山先生は「持続
可能な地域社会総合研究所」の所長さんで、内閣府や総務省などの有識者委員会
にも数多く参加されている方です。この藤山先生に鶴岡市では地区、地域の分析
をお願いしております。

「地域人口分析・予測シュミレーション」を説明します。
２Ｐ～３Ｐに出てくるのが宮名地区の予測指標です。
地域人口の現状を分かりやすく分析し、現状の推移が続いた場合の将来予測に

加えて、地域人口の安定化に向け必要とされる定住人口人数や出生率向上、若者
の流出抑制などの処方箋を算出し目に見える指標としてモデル地区に提供するも
のです。モデル地区ではその結果を踏まえて現状と予測を比較した、きめ細かい
計画づくりや地域づくりに着手していただくというものです。

わが宮名自治会も今、何も手を打たないで、このまま進んでいくと平成26年に
261人の人口で高齢化率35.2％が、令和６年には198人・46.3％、令和16年には
146人・52.3％、令和26年には102人・56.2％、令和36年には70人・62.0％。
平成26年から40年後の宮名の人口は、261人が191人になり高齢化率も35.2%から
62％になる予測でした。
しかしながらこの人口減少と高齢化率への手立ても藤山先生は示しております。

宮名への移住モデルとして、30代前半夫婦で子連れ、20代前半夫婦、退職夫婦の
組み合わせを１組とします。人口総数を維持するためには毎年0.6組の移住が必要。
高齢化率を改善するためには毎年0.4組の移住が必要。子供人口を維持するために
は毎年0.5組の移住が必要だということが予測されました。

このようなことから、宮名集落全体でこの問題意識を共有して、子々孫々まで
続く宮名自治会にする事を目的に「宮名未来づくり委員会」を設置することとし
ました。この事業は自治会長が２代、３代に変わっても皆さんのご協力を頂きな
ながら継続していく事業です。委員の皆様は宮名を代表する各種団体の会長の
方々です。委員、中高生、役員の皆様からアイディアや前向きなご発言、ご協力
を頂き感謝にたえません。衷心より御礼を申し上げます。ありがとうございました。

宮名自治会 会長 今野 久良



宮名地区の人口シュミレーション
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宮名地区の2014年から2019年の人口変化率

・５～９歳と30 代後半男女が同時に流入超過となっており、
子育て世代と思われる。

・20 代後半男性も流入している。

・出生率がかなり低く、少子化が進行している。

２

2014年と2019の人口で、この期間における各年齢で「どれだけ減ったか（増えたか）」
をみるもの。

2019年に「25歳～29歳の男性」は2014年時点では「20歳～24歳の男性」だった。
人数が変わらなければコーホート変化率は0になるが、この統計では100％の変化があっ
た。つまり、2014年から2019年までにこの階層の男性が２倍増加しており、転入してき
たことを示している。

コーホート変化率



３

宮名地区の人口予測

現行推移モデル

最適モデル

最適モデルの指標

① 30 歳代前半夫婦が４歳以下の子どもを
１人連れてUI ターン

→0.5 世帯移住／年
② 20 歳代前半夫婦がUI ターン

→ 0.5 世帯移住／年
③ 60 歳代前半夫婦（定年退職者）がUI ターン

→0.5 世帯移住／年

現状0.86 → 2044 年2.07（段階的に上昇）

出生率の目標

流出率の目標

10 代前半から20 代前半の流出率

現在43％ → 21％に抑制（半減）

【男性】10 代前半から20 代前半の流出率

現在38％ → 19％に抑制（半減）

【女性】

定住増加の目標

定住増加人数は現在人口の1.6%
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海、夕陽など楽しめる自然がたくさん。
まずは遊びから自治会に参加しよう！

優しく、人柄がいい宮名。
思いやりと健康を大事にして暮らそう！

人と人の関わりを大事にして
みんなで取り組もう！
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５

取り組みの方向性４

宮名未来づくり委員会では、宮名の未来を考える話し合いを重ねました。

「困りごと」「宮名の魅力」「宮名で暮らし続けるために大切にしたいこと」

を話し合い、５つの分野で「取組みアイディア」を考えました。

宮名で暮らしつづけるために大切にしたいこと

一人ひとりが
他人を思い合える
気持ち

人とのつながり

自然で子どもが
学べる、遊べる

自然（海、山、川）
を大切にする

一人ひとりが
同じ方向を向いて
役割をもつ

住民の交流の場

家庭内の幸せ

伝統が続いていく
こと 人口の維持・移住

災害に備えた村づくり

線路がなくなる

実現するための５つの分野

交流・遊び場づくり 担い手づくり
住みやすい環境づくり
(JR・道路・駐車場)

高齢者支援・活躍 地域資源の活用



テーマと取組みアイディア

（１）交流・遊び場

目指す未来

定期的に老若男女が集まる場、子どもが安全に遊べる場づくり

困りごと

若者と年配の方との
交流がない

井戸端会議の
場がない

子どもの遊び場
(公園・遊具・空地)
がない

宮名の魅力

海の幸、山の幸がたくさん！

夕陽、海、眺望などの自然がたくさん！

畑できゅうりやじゃがいもを食べたり。

海で貝をとったり。

楽しい思い出がいっぱい！

運動会、組対抗の仮装大会などの楽しい
大きな行事もあった！

取組みアイディア

いいね！ 取り組みの内容

誰が取り組むのか？

個人で 自治会で
行政や外部

と連携

◎ 海岸でのBBQ 〇

◎ 子どもと一緒に畑で野菜を育てる 〇

◎ スナックをつくる 〇

〇 広場を整備してバーベキュー場に 〇

〇 港内に散歩や休む場所をつくる 〇

６

５



目指す未来

つながりを大事にして、一人ひとりが役割を持てる場づくり

困りごと

自治会に
無関心の方
がいる

獅子舞の
担い手が
足りない

独身の方の
よい出会い
がない

消防団の
担い手が
足りない

宮名の魅力

獅子舞が勇ましい！

消防団の活躍

上下関係が学べる

練習は大変だけど、
やってよかった。

ナシ団子

取組みアイディア

いいね！ 取り組みの内容

誰が取り組むのか？

個人で 自治会で
行政や外部

と連携

◎
結婚

みんなで婚活のおせっかいをする
ため情報を集める

〇 〇 〇

〇
村の人は内政に口を出さない、陰
口をなくす

〇

〇

獅子
舞

上の人は改革、下の人(20代）は
依頼を受け入れる

〇 〇

〇
まわりの意見をもっと取り入れる
（日程の短縮、やりやすい日にち
での設定）

〇 老人
クラ
ブ

復活のため会長を決め、縛りのな
い会にする

〇 〇

〇
復活のため軽く体を使うような行
事を無理なくやる

〇 〇 〇

７

（２）担い手



目指す未来

ＪＲや沿線住民と協力関係をつくる

困りごと

線路で集落
が分断

道路の草刈り
がされていない、
木が切れない

ＪＲ・車の
騒音

道路が狭い

宮名の魅力

海で遊べる

防波堤が整備され波が静かな港内

取組みアイディア

空地を活用し、住民も住みやすい環境づくり、
釣り客も利用しやすい環境づくり

駐車場が少ない
・自家用車の

スペースがない
・釣り客が無断で

敷地内に駐車

釣り場に名前がついている

いい
ね！

取り組みの内容

誰が取り組むのか？

個人で 自治会で
行政や外部

と連携

◎
JR

防災についてJRに認識してもらい対策を
共に講じていく（非常時に柵が取れる場
所をつくってもらう、すぐ電車を止めて
もらう、線路近くでの火災対応）

〇 〇

◎ 羽越線沿線の自治会にも参加してもらい、
風景・食・文化のPR（大々的に）

〇 〇

◎
駐車
場

空地の利用 〇 〇

〇 広場の利用（広場の途中までJRの用地） 〇 〇

〇 空き家の利用（解体して利用） 〇 〇

ＪＲ

道路・駐車場

８

（３）ＪＲ・道路・駐車場



目指す未来

年を重ねても集落の一員として活動ができる場づくり

困りごと

公共交通機関
が少ない

一人暮らしの
高齢者の増加

働く場所が
ない

取組みアイディア

いい
ね！

取り組みの内容

誰が取り組むのか？

個人で 自治会で
行政や外部

と連携

◎ 個人で歩いている人が多いので、歩数から１
か月のキロ数にしてみえる化（競争、アップ
ルウォッチ）

〇 〇

◎ 少年会で年何回か訪問ボランティア 〇

◎ お年寄りのいる近所の人は気にかけてあげる 〇

◎ 老後働ける場所づくり（70歳以降） 〇 〇 〇

〇 巡回店舗の充実 〇

〇 個人で好きなときに動けるようにタクシーチ
ケット配布

〇

〇 老人の集い（老人クラブ）交流 〇

〇 健康のための日々の運動、歩く 〇

９

（４）高齢者支援・活躍

【参考】鶴岡市木野俣地区「年金+1日1,000円プロジェクト」

・地域資源(山菜等)を活用した加工、販売

・集落センター(公民館)を寄り所とした居場所づくり

・有償ボランティア(いきいき隊)の結成

・関川しな織の「しなうみ」作業

・お楽しみ会の実施



目指す未来

年代を超えたつながり、どの年代も楽しめる場づくり

取組みアイディア

宮名の魅力

海の幸、山の幸がたくさん！

夕陽、海、眺望などの自然がたくさん！

いい
ね！

取り組みの内容

誰が取り組むのか？

個人で
自治会

で

行政や
外部と
連携

◎ 山菜収穫し、お年寄りが選別・包装。自然の山
菜がどこよりも早く発芽する利点をいかす（ふ
きのとう、葉ワサビ、野ビル、ドンゴエ、タラ
の芽など）

〇

◎ 遊休地を利用し、行者にんにく、えごま等栽培 〇

◎ 海産物の生態を子ども達に観察させる 〇

◎ 子ども達に生産する喜びを体験させる（トマト、
スイカ等）

〇 〇

◎ 小中学生たちが海に潜り貝を拾う（サザエ等） 漁業者と自治会と保護者

〇 昔の料理の伝承（天ぐさ、えご、山菜料理） 〇 〇

〇 ホタル観賞 〇 〇

〇 山菜料理を食べる 〇

〇 高齢者による料理講習 〇

（５）地域資源の活用
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ビジョンに中学生・高校生の意見を取り入れるため実施しました。

◆対象 宮名集落の中学生及び高校生

◆実施時期 令和２年12月

◆実施方法 アンケート用紙の配布、回収

◆回答者 ６名（回答率75％）

宮名は住みやすいですか？

「住みやすい」理由

・安全だから

・道路の見通しがよい

・いい人がたくさんいるから

・住民が親しみやすく、あいさつも返してくれる

・海や山が近く自然にあふれているところが好き

・生まれたからずっと宮名に住んでいるから

・自販機がある

「住みやすくない」理由

・何もないから

どうなったら住みやすくなるか

・欲しいものがすぐ手に入る

・店がなく車を使って買い物に行くことが多い。
自販機などがないので、町の人に親しまれる
店や近くに自販機があったらよいと思った

・いろいろなイベントをしたら良いと思う

11

中高生アンケート結果６



宮名への愛着は感じていますか？

高校や大学卒業後、宮名に住み続けたいですか？

どう変わったら住み続けたいか

・大学が東京へあり、まだ卒業後のことは考え
ていないため

どちらともいえない、転居したい理由

・家がいいから

・もっと遊ぶところが増えたらいい

・交通が便利になる

・市内まで遠いから

・駅にも遠い、どこに行くにも遠いから

・やりたい仕事が近くにないから

住み続けたい理由

・進学希望の大学が他地方にあるため

・変化はなくても良いと思う。しかし、今いる
老人の方々も数年後には減り、町の人口も
少なくなると思うので、より人が増えて
いったら嬉しい

12



宮名に住んでいての困りごとは何ですか？

・買い物をする場所がない

宮名の魅力は何ですか？

・子どもからお年寄りまで元気なところ

・町の人が温かいところ

・自然が豊か

・自然が多い

・毎日夕陽がみれる

・近くに港があり釣りができる

宮名に住んでいて大切にしたいことは何ですか？

・自然、景観

・海などの自然

・人とのつながり

・地域内で会ったときのあいさつ

・交流

・避難訓練を忘れずに参加し、どんな状況でも動けるようにすること

13


